

















































吹き込む魔法（原題：The Illusion of Life）』（高畑勲訳，徳間書店，2002）では、こうしたアニメーター
の手つき、その動きの誇張の技法は「アニメーションの原則」として紹介されている。これによってキャ
ラクターは「想像力の中で生命をもつ」空想的な身体として生命を吹き込まれるのである。また、その
時間をコントロールするのは、現実の俳優が予め吹き込む音声である。
　UPAやハンナ・バーバラといった海外のアニメーションに影響を受け、1960年代に花開いたリミテッ
ド・アニメーションは、日本のテレビアニメを特徴づけるものとなった。著名な例として、手塚治虫の
『鉄腕アトム』は、放映スケジュールに対応するという必要に迫られ、リミテッド・アニメーションと
しての様々な表現を用いるにいたった。同じ動画を繰り返し用いる（バンク）、セル画を動かす（引き
セル）、止め絵などがこれらにあたるが、かといってリミテッド・アニメーションが「貧しいもの」と
はいえない。トーマス・ラマールは著書『アニメ・マシーン』（藤木秀朗監訳， 大﨑晴美訳，名古屋大
学出版会）で、リミテッド・アニメーションにおけるセルという平面が帯びる運動のポテンシャルを強
調する。コンポジティングによって構成されるイメージは、静止したものではなく、むしろ動画の力と
いう概念と密接に結びついているという。
　一方で、リミテッド・アニメーションにおいても音声は重要な要素であるが、日本のアニメではアフ
レコという文化が根付いている。藤津亮太の「声優論─通史的、実証的─考察」という論考（『アニメ
研究入門 応用編』現代書館，2018）では、キャラクターが表現されるうえでは記号としての図像と声
という生身の身体性が組み合わさることで「本物」という実在性の感覚が生まれることが主張される。
つまり、リミテッド・アニメーションは、動画の力というポテンシャルだけでは表せない身体性を声に
よって表現する。
III
　アニメーションにおける映像と音声という要点を踏まえ、ここでは2014年の『みならいディーバ（※
生アニメ）』というVTuberの端緒とでも呼ぶべきアニメーション作品を中心的に取り上げたい。本作は、
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キャラクターが視聴者とコミュニケーションを取りながら楽曲を作る生放送番組になっている。
　モーションキャプチャによって 3Dモデルを動かすというアニメーション技術を生放送で用いたとい
う意味で『みならいディーバ』は、ライブ・シンクのアニメーションになっている。モーションキャプ
チャを用いた映像作品では、アクターを「撮影」した後にポスト・プロダクションでモデルの動きをよ
り自然に見せるような編集が加えられる。だが、ライブ・シンク・アニメーションでのイメージの動き
は、アクターが動いているありのままで「生の」軌道を辿っており、アクターの身体が動いた軌道デー
タという痕跡、インデックス性が宿っている。こうしたインデックス性は、雑談中の演出されたもので
はない「だらしない」身振りに現れる。この「だらしなさ」という連続性によって、『みならいディーバ』
は「生」の映像であるという感覚を覚えさせる。イメージの裏側にアクターが存在する事実をあえて包
み隠さないことによって、そうした「生」という身体性はいっそう強調される。このような身体性は「だ
らしない」ものであるがゆえに、かつてのアニメーションやYouTuber の映像では切り捨てられてきた。
また、トラッキングの切断によってこうした連続性が崩れてもなお、VTuber の身体性は確かに存在し
続ける。このときVTuber のイメージは、声優の声を借りつつ、アクター身体に対する観客の想像力
を掻き立てることで、身体性を保持する。
　『みならいディーバ』の登場と前後してモーションキャプチャが一般化し、真新しさを失っていくな
かで、イメージの裏側を暴露する意味も失われていった。VTuber ではアクターの存在は視聴者に常識
として了解されている。それでもVTuberが人を惹きつけるのは、それがライブ・シンク・アニメーショ
ンであり、「生アニメの時間感覚」と「連続性／切断による身体感覚」を兼ね備えたことで、生命を吹
き込まれた生き生きとしたアニメーションとして見ることができるからである。
　2019年の『バーチャルさんはみている』というアニメ作品は、VTuber が本人役として出演する劇と
いう体裁を取った。ライブ・シンク・アニメーションの身体感覚こそ残っているものの、その「だらし
なさ」はアニメの閉じた時間感覚の中で「不自然さ」となり、むしろ生命を失ってしまった。
　この事例が示唆するように、VTuber のライブ・シンク・アニメーションとしての身体感覚は「生放
送」という時間感覚と人称性を伴って初めて魅力的になる。連続性あるいはその切断を通じて、イメー
ジの向こう側のアクター身体の力を借りて、VTuber に生命が吹き込まれる。このライブ・シンク・ア
ニメーションという新たな視座は、アニメーション論と関連づけて論じていく余地があるだろう。
